
'EII 火 難 泌 食 性 林8懲解る･JAt
t2朗断hKより分甘S･地あるがJt初分解に空

する焦土が分早に上るa蛾 よりも比較的大

きいAに自己加熱 王茶色木災Lつ争含J:ウ捉bl 一

に生ずち(この間Z)事f～tp控するものとして

FzfEilモノ̂ナO之..Jq喝にE小t的 lngを入

礼.そのiJl砂三井181と基軸 入管そ入れ.
棚 にA丘を上井せしめて^色不要と純色

本態のiAJF半化を見たもりであるe匂ち真巨

木崇で-til卓上P,土:中りて立通.=行はれる事

細 る. 主

古卵 Dti事に放て('･夫七･二母指して述べ 与

る事とするが講鵬 に封しては盈火亀 こ繋す こ
ろtfTb:tiりて大きく.蝕 遁走二一王大たる 王

B●はないC文机色本態苛で.三a火輩ltLJL 三

E]tl軌 ･BIに上りても左母の 影写.L._ないb:

持せ別 Bに11柑tの彰書i,麦･ナる言えは兼邑

本戦JfL'.招tを薬D如く此奴爺tC停h:柴平では_

なくして多くJ)ttlYfttI也を含み,批 蓋和

広舶 :見韓丑化しつ▲ある泣!一D既 を受rlろ圧tZ とriちぎる丘E5IとがLFするrSと考へら

れる｡(■く)炭碩爆薬の蜂登時に於仕る食堂の堪能に就いて
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【 揃 官射 1煉y!小の-成分たる畑 の作

用に湖 しては,雄柑 鼓確特には先払 t也解するだけ

で大して無を*はないから以W=は大きlz降下を兼

吉 しめない那,煉笥妓D左肺のtt城の抄耳化して大なる

去化無を*ひZt期温ZEむ降下せしめると考へらiLてゐ

るrtJ.しか▲る卓粗的rzZW では現魚7)正Aな

る苫鼓とはtrへないつで.比軌 二は堂t朗に稚ZB

的汁耳を行って巧打 ナること1する亡JI 壬gLの旺朝廷井l椎 のT e

tAJEと文ADt相 弔化とのaJ係T･旺 き計3[して見る〇秒 ｡ものは夫のPlく

'Cも ろe _VC G.1 8%･Elin JFエ糞株式郎 妖 tl功 IllL'YOl いち臭 化 EA IL 仏 の 玖r(

点(亡J()

(KcAIJmol)GL わ
1,日7･I T':訴 靴 [.7】2 仙

;うk * t.rW l･-)18但し群*の甘合_3>-act′弐Q)=±＼3(免q)+Cl.一岬 Gの甘T

JZはV仰 'Kにて nlnO17印ち 】bo足らず(･も

り'その野の解t兼 '.甘iAの書合Dものでもろ

oJtの事～東.王ul集nr大政をJDIt耳岨

Ieもろ｡皿 崇且サ兼のtL梗iL圧政tf火ホカの計



淡戒叫ytの嫌か }に於rTる氏姓Dlた佃に炊いて
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本姓襲 1.000gが先皇較化の雌司をなす切合の生

硬嶺D正丑は夫の如くである (g)｡

((72 17.0 _TL 04 1I,r'l

lql 棚 _li!? 27 _llm

式r=生成熱 ま 1仰 )g に就き魯成分の生成兼の7Z]

で賛 意 訃 だT,/kgl】t'TnxO那-m O

但し_T<〆111添書せざるものとして生成熱にLz:へず

式に放 生成功の女生軒丑は

cO. 5',II3xOIS4= 群L',

U!0 8_W xO仰 =l.1_};

計 l/,】ELh'calI(隻

故には派 t Qpは新着の鐙より

Qp=1,-Ilる-SO2=716Kcalkg

兜の焦土は出力一定のヰ合のものであるから,之

を容較一定の砂合に坂井するには3L新の野望による

仕事を加へなけ州 まならn｡而して未i5E兼の姓鼓生

成瓦斯の全容軌 17411でもろから､

J〆V=00->41>xTTIl三18KCal

Qv=Q.p十Jpdヽ

=716十18

=73li,cat

之が建署ia考の計書に雌用すべき螺我無であるo

式に生蚊執の比黙を凍め上う｡

cot((･-"n一半 )xt" .ゝ=N･-"-16-,ヰ

r･,o(OぅS6葦 )メ- -(I-";J u ヰ

y車 如葦 )xojh･-OnTA;-ll7x÷

o=(021-a-号 )×002T-,I,恥 0･･･<÷
_YaC1 0_>19x(I_TYI=仙lu

t
Eqie=O･3(･ト 12''巧x.チ

牡鹿に使用せる比P.式は正PLではないが計井の便

利のために B町1･F,iDrekoptの背野の政班をとっ

た｡さて爆丑温資を T(.K)とすれば

T三'.it,=QQであるから

･x(o耶ト .1･-･3×+)-713.

l■JIJl二､11日.

T=iInIP【K

(PlL_tlaぐIが弘竹 ~l-もとITLLは L_'lxII2･0=_71S

K亡alと弟･)lくかL,T三三L',ご71〉'l( とT_･る)

epち J二_1.17∇OCくJ=liI'lTO(■)
につて火填1JIlま次○如くT.'るO

p..V..r. 1】く74I)(.'Jbn
ご7.i LJ7iE

=(;11りト aLrn(J=lJ.HJIトatm)

n' 汝載後の瓦斯の膨誰にゆふ濃度聖化

朋 なり封石,Yrzりこの脚 にa'乱して注等を凝

吠し,fy仲鞍顎の抜件で胸 するとすれば.i&砲や

その私共常IFき用合.提出 成瓦斯Ititを屯称する

と犬■こn!盟するわけであるC今北のLkⅥZ;:諾F.的に

行.まれもとして,迫よと出力との騒併■三

吉 -(号 )竿 であるかい ｡31とLI

Tl=ゴ_T'Tll'Jtl.p)zz-6,)'Jlaln とすれば

r,--･･-wx(烏 )豊

ttの式により苛々D出力に封するiA東を7T3(する

と炎5'つ如くTJ:も｡
玉 ._1

P(aim) T(01こ)

4.1rj1 2_TU

T)l叫 _,,1611

1lYII こLr'll

】/巾 1.q-n
空l州 1TJII

l帆1 1.1Tll･

,'Jtl 1,'3-)･1

1-1) 丸Ib-I

TJ) 7_THI

IO 4111

Ⅰ _rI･7

即ち文桁が即 して Ⅰ魚拓となればiL兼は活況に飲

一下する○

さてJjlに,7.した如く-Ya(1)の芯鼓L邑史は 】,7】i'

ol(であるが之は 】東野の幼合でもって妨2月の如

く越智瓦斯の拶蜘 ?にia女が 】7nOK では -D,l㈹

虫垂ももろ場合には到底 _TTaCEは荊StL懲られない

と考へられるZ)'L.TEに兜のよを明砧にし上i｡

ヽ _TI札Clの集れ墨と温度との朋環

譲位 -T(aClの議場 PとiAEETとのM係は帝切
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氏呼7)甘拾L&等から夫の如きilBtまで貝へら7Lろ｡ 時に1-nCiの融解切欠は起ることになる.新の如ざ
;(p二･L'し い l･l Taclの琵浪六五に放ける状頚と榊か イナ7イト

T 叫̀ 畠生成光此D払力渦度との拡稀をPI示す九は

こJLで P と lとの位を計芥すると表 ,V?如く ね土の如くである,

-J.I-3

左 t

Piこml T ~t;

!:I.

=1l̀

Tl _I-も~1

'＼l こ1-

LYl
Yl }qrt1:
XII

l1■←l

J､#=てわかるiL七生i.a:二･Inti聖'=て美化ナ

'=)=めには L,巾輔.nK と壬.i.円=)a:泣･=LなつTLけ九

は+Lら凸の:･あって.従っても上空五二崇D!ニ'_<r'盟程中

にはE)接 1イナ▼イ11の中食.生島.-_穂苅に宅化 し

得ない.況んや IY.lCIの解も▲三重然篭らないわけ

である(糊珊 安ダイナYイト以外の旬合L=･も用法に

計3TLイ与るが.その始署那力やげ取扱度が妬くとも

到蟻Rlの免Zlの㌫イヒ旅件を請Li尊べくもないか

ら,何れのは準でも媒染桝 は勿姶瓦斯の拶芯中と

弧も 丁aclEt斜化し和lrいと召っても墓亥へある

まい.但し ＼.lClの融塀に技芸してはその妖轡掛 ヒ

に件ふ'&抗消化が長めて少いから,そED紐tq等軌 ミ出

力に依りt的 i!化しTJ:いと考へられるO従っては讃

11 岩頭姓長年の }-tttllの絶能

上述の如く｡管ダイ ▼JH 文.エー矧 こS:前等玉

中一こ含まれる ＼aCIは.La許符.=yIても.又生TJ;

●足柄4:丘賀正u(Tlに放ても.出切Liナるオ'iglE3i'J'

秘 はしないのである,軌 こ aヽCIの項agとして

は,耳に英の此れ皇TL.:白紙 を窪丑無1上り琉牧し

て.日.'璽追走S･CiTt-Lめ且つ､ナ7)戒カーLeRずる

のみの作用を･tナt=丘きない iiって比鮎 こ粥

兼のIL称こ放て IhClに昏取L.又.+_それに屠る

ものならはh何なる抽flでも2h'へなしわ●ナであ

る○

上注の計井の加地としてはは恐喝力を浮力恥 ?に

火有力を我のti河ひた止:,侵S!のEtEb:7I-的近7)

ものでは丑7:･立文へないと16へリれ,乙｡勿iiP力畢

的に鵬 となれば符節'hlこ錐7)出力よ○もちくT=

ろわけでh.るがその韻合には似史 :I.LClは繋化し

浮くなる○又瓦斯のm S･Bi魚的としたが食符には

岩石や石坂を扱丑しっ1ぴ聖,:･ナるので未計井地文よ

りもクと退圧は性下して赴又 .ヽClの那 Bを把に

固相TrらしめることiTLる○提って比のqI合のもは

の下に迎めたも佃 .ま正しいと甘 ,Aことが出欠,～_o

f.l.1℡･bJ)ために犯甘内に周の如きt.潤.日斗孔を生

ずる如き死ぬな行ふ場合にii冴生成兄Prが打切 して

Rul炎面まで或るEFaのTa虎を計芥して見よう5

200".'- ～

徽甘,つ浪好 こ依り生でるEr3斗札の昏弧 王 1-11m一 ･ないから駁りL=楚D樹 の年分削 EZ)基舷がちちと

にして 石災D比丑を 1.r･と-HLは菜食はIll･ミ107. して.dt男の蟻モ載容故を Lll'､lとす｡

とf_･ろ.1tの石衣鍋 に CTりgの姓撃を旋用する さすれば瓦#のぼ相 賀のJa合のiJIEEと客的との

と十九は卵3鳩 等軌ミ r>1g と'なる｡法華の比有 暇騒

lLlとしてそD容臥王n揃 Ⅰである8然し穀堺の

吐合発色淵や発色と孔故との肥泌S･完圭に坑基し柑 号-(一計)'-'



ぷさiStl兼D埠卯 ilこやけろ全町○市nI='Fいて ､r:

に放て TL=まとTJ T.=llLY,ヽ一三=lflxl-■.

T=1Jlと1い-I

･三-ニ-Tut(i.1･浩 一)ル ･′

=_/ヱ7nメハ】nL3

7ごt 人

となり.'一g2瓦斯が石yj:なり判石(ft)を凡u粥に托

挿 して亀fIとして均一には,PIJL.自由弧:EJIて来ろ

ときは.其の温まは充分見下し雫笹IlTとなる租で

ある凸g:って苛aT/邑頚椎 で尉 ウI=･:.曾71-I
イトよ勺もずつと7JLカにしてuLJ亀i8zr.つrEい哩 7UJ

'&用 しても堪覆えEiJ)ZE温Cために･坑内の′▼ン

文箱･f過 をtl空きl_t･る措たことは軸 にTLいと:

へt)九号.,tit･準よりケ■こ堤がiiqaする別 1あらく好故

が顎茄Jt鎧になるqFのわき不毘7)等合にaられるや

あろう｡

TZl損 亡i

W,AL吐寺領中の -1.･ClはtiJ攻鞍 手にかても.文士rR

瓦hrのh;Ⅶ過程坤に於てもA現したり粋 !EしたJ/㍗

るもOでないことをBlJちかにした○従って火野成分

の研究方針として脚 は t,てに ユゝClJD比焦及tl

鳥相 の取 に呼しいか又はこれに簸る相克を泣入

十九は支倉 aヽCJのrtちに/&用され得るさらそう甘

ふ もDをl真東すればよいことにItる｡

R林なる張だ4でなくJt.rン丸和や左t77.JGl丑を

.'方止する8笠を有する壬お菜t･槻 するl~ほ,Eに7(

幹(1及びだ故 紙 :m でも ろ｡

(第 二 租)

Ⅰ特 首

恭一輔で央塩が朝塀は繋のはa郎 SiLには最後の

X瀬の旺蟹胡瓜を疏じて超群はするがi(化ナること

はか ､と拡合した○従って淑榊 としての内相とし

てはRlの比枇 びBl解熱だけを考L8すればよいの

でも,-_8然し乍ら鼓… として文&が巧妙や以 tA

A シウ▲上々も多くBt均されるほになって果たの.+_

*まう:特に環内D辞表防止に祁幼であるとtebちLL

たからであろう｡JIにaE糊 としての作相のもたら

はヱt書≡-I.D'1.に大垂があるとは考へ7い,ヱ7rの

耶ta次発に臨する折究Z)轍 では_:<aCl.h'cl攻は

>'a_､O-,i-㌔0.等のアJLカ 脚 は火TrJGit中に

Lo,,近友する1こけて事!!に2!化なくとも碧Jtの相の

耶=a:桁を完全に刑淡させるが,漂砂や競れhちy

クエには英の作川がTLい,みちTA･カリ血ヰLZa和の

柄P=TS力があるので去る｡7年的｡P入皆52が若し

メ71九tfカ染ま民芸的捷fEEこ抜毛Eaでもろとr

ltJごl:jEの事十から詫fCして,やはり ＼ユヤ Jt等

のTJLrhy鼓丘はそ¢裁化法古をU,止｢,'_I徒を1I

するとLへられるっ東和常で.'.英.つ屯を槻 して凡

ようっ

TT クメン瓦斯Z)奴隷反感

.,ば 的･つ唱 はJ タン東邦とも鼓と=ft･?ち? i

HEt士:主でもろが,表名缶では火Jttfさ卦.ti.J r~

9.き1充 ｢るっ

′ Iyと韮兄とのri全文Ai.+_メTlが 'T,u I

ll 以下:)ときr'三又t三宅戦をなし.缶liS罪証とし

てIlr'0,,1jJ壬Sr):号泣で私為であり.繊 上の泣爪

としては 2'･盲以下と壷ま してあ,-.O

さて′qy亡つだP,_を-f}r=

(Ht+_tl:=CO=+=LI0

と苛SL.こfaすが.ftれ1ミRIに右ilに&-L一食追行を並

べたに過ぎないのであってす仰の圧点にAる｡

ノ ダy其の他の'/i化東新とF.や薪とのJf鵬は,ヨ圧

FtT)は蛇とTzる少f:のアJt･テt:rが山射て始まると

壬生SZされろo

l▲伽 e書見等h-･多色7)人々のせ9払 Lから鞍合し

た結果は夫のllT2祐IC:真玉を巳てノ､ンほ重任され

ると亡.i｡

】 監ia土tR HLEtlJt1.-ILllllqlH1-

日･ーいり⊥いH

_ ′?yfu lIT7-日T ｢托.+lい I

i辻 n･fE CIi;10. IllHい り‖

1 71Jt,.LTA'T-ヒr

111t+Htlln=IlrIト fT.tl

･'･nl他姓fn fl(t)+0っ二日()】+1日

1 】Tn=十日目[り=JHl+｢日+日日

丁 は仇は斗 l)且十色Jj2

1.妊油分吸 Hl15+上LL'川)+UI吉日)1+::川 E

II+ツナ̂ ･JTJt･デt=t'折nL

llr0+HeltlI= (Ill:OTint(7】lLミ

:lO+rl=O+fJFr

¢ち丘車D動掛こ7*r-⊥γJLTJヒrflJlfLIIが

少暮出 すれば圧J&J.重夫進行し.捷ftに上って丘

にIl司に司るのである｡1とTとは共に共布反JFz):

あるのが韓thでもろが.Tの過払it)を伺btの方法

で生せさせるb t2†土フナJLIJ･TルT-i:rをT!乃至 J

の皮相ICBTのEe!を亀さしtlることに拭り,き仕の

民erJy杓を於へろか攻は柔く反府を呼止せ しめ得ろ
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と考へられる.何ILにせ1反類速歩をBFち切ること

により/〟yE1号DW鼓を扶止し得る管であるo
Ltの虫にIELHll亡ber㍗:taeleII恥 Imd美4)

曲Sくの人がXiLd-でDTA･デ とrつ熊lu:成るiB

食.二田らオ･でないJnを遭って多生L9rueを生じ

誌旅を3u に韻)ナろことを表してゐる○又 PelSe

は軌 こJE化古里が北3)圧Iに手‡顎の脚 になること

をtbてるるC

2.LgJD事Tli妥 Tも一ニTJ>T-ヒrこ定ま38gを据

Bl7)杓J;で竜7ナること5;出来ることi･示し.従っ

てJrン.7純化ty笥t･防止し符べきことi･5.1達して

るろ○

皿 表名可美の,*埼fil

衣iユt中ウ残分として耗tql'=る裁茨7)上Juら
卦でLLは _Tu lは花:事の特長i･待ってたちとも考

へら九ないが.1fI輪qとしてのあ菜から見るときは

大いにTJL･カウ壌SEとして.1牡 を耕 してゐるので

I+_ないt▲と且はttも亡四･'>iコ顎に述べた如く filこⅠ

がJJrンつ教化支4173巧 CLL の生成を地異するこ

とはb失JLBIとなるべき革E子at基の生成i･出げ.

ノJ,ンのは丑へtl行十るOを防(rことiなるe允 の

作ml土.ThCZにiEいてt逸ると推史されるが書打に

KoWalJky等D焚殺帖梨は允の都を茶古きしてある

伸である｡Afの如き現場S･封する冶異は拙 句と官

ふよりも耶焔句と荊すべきである｡

現Lk･p)知Zaのtn32では悌空中の渦応用としてはT

ルカyBt軌こ取られるoT何もノ､Pyン化合物が一番

効Biが大きい拝である.rALそれrt I(Ciや LTコCI

に取らないO沃化抽たる Klや }AaTや臭化物たる

h'lir十 }-alか 事は分JF*大きく王に和動であると

考へらtLるO包し沃化相や臭化軌 i姓1.:高tFlである

のが駄おである〇着 し之野む比は的を伯に手9与られ

はばyi蚊分小のX.lClを宅黙不必挙にするか攻は少

jLにaAずることが山煮る〇両も建撃の波力たる発方

を例へは的安{イナーイトに於一する如 く I･一紙 食

zlを.171したものにLtL飴粗力をiiくしてノPy･?
規封を防止しiuも1ほ が出来るのである｡

似′タン左折■こ射してではなく,荻現に到 しては
T･t･カPJ*可が哩a瑞止に有効であるか何うかは宗

川であるが沃化bやAL払 LミJ化卓よりも尽きの慮

丑の搾7)捷匂比 (1fLEf伽rneLIL")を波ずると考

へられるから.茶事に対し升火し悪､･牲文を持って

bるであら～○

汰韻中には Jゝ._Yaや LBr.Cl等が上地 的fE富

にゐろから其のta米を瀬棚 I中に睨人･Tろときは

料句劾果l土大きいと考へられる.田もd格も左端

くTZLlから=で的に大王.=hll入り′イナYイトの

82丑が可握でもろd

rL l'ttCl乙熟粥&

前D符合で凝れ埋Iカは哉J)搾JJtL+_*化すろこ

となく.仕ってfLltLffい事を呈暮べ'=がそれは由

▲計7Fl二歩菅を及■-=すfIZEE=fLtしな.･暮Jtt･も

ろ○

匂',21 事た■桝 としてTJ酔態からBずれは全然

事T書を考XするFなく.塀■鼓は計れこか 1らす

宅yLLqるのでも7..,

功し1申.こ鶴めて廿tとt+_Bへt苛叫に先生.ill

kするかも知ttか ､.Jtの丘を迫或して見よ1.也

菜PI_I.三.YBClの掛取 lElIL研究したがそれは夫

の如き鈷架を湧辞したO .

ゴヽaCl魚J)～_'ヾJ''誌g)+a:

なるLlせJこ対し.允11hやSlD化中ロttと

oヽCl=ll小L.＼A=fT･･l･C1:i)/A

とL女[=比点t

A- (九, C･ ≡ l･･f(竿 )

h (A)C3t:-･｣と

ct: ･cl u⊥J等■)

xや■払 Q.=1叫丁_lTgcLll.mo】としで恥JLtIZk

-1･L･ ほ Kp-(墨.註.㌢ )

として 一枚D化や21､粥六方･声
1/L

-ogl{p1---ll;7'iL':I･て 材 O;r

弓 .71.t:号 J:V(hip)rrll

-1).;.lLT葦 !:=r(㍗ )･Lr

+lr'IllT

I.付られる,mLド( )rZP13･.亡k-E･JtlkZrLの南

井で1/る○
式に柵 皮を折井十ろため'= ユヽCl.-Y.･Cle中

分LSI･夫. P'.P三.1'lとし生起を Pで九ほし且 壬

t堺■Zとすれは

pF -1.I.:pJ,.-志 p･p一-1吉 p

でもろから



淡政権甥の柵戦時にRlける全史LC>鞍触 =拭いて 8S

xp-等 賢 一7T= ,温 石 P ま芸 慧芸と芸芸三笠慧 急呈警 禁 ヲ三三誌

=が 1に比し非常に′J､さいときは政の式は 生成互井のkUJiaJEとの脚 をEq茄すれIr,団 tに

I-滑 芸三hl:芸墓誌 ;諾 讐 :T:害禁 .y言誌 芸芸慧
となる,これから柵 虎が旨分の 】から刊 6分の l 傾きから見て >-aclの無垢十は嘩丑文瀬のEW 退昆

ェ P=latm P=1.1仰 P三空,1Yn P=3,rl00 中よりも革ろlBaTq韓になりか .と甘ふ事が出演

041 1i7.4118K !,l'71' l,Ⅵ巾 I.191 ろ｡LtDむは杏寸の甘笹の丑れと逆でもって珪E=こ

o心11 _一切1 2■Hll Tu21) 日711 位する｡

0.0001 1,q巾 IT';沖1 2は1 -)tlw さて茄笹にiSべたTA･カI酢 がJタン瓦斯の叔

LI,000111 1.6什l 】,rHI log) _'lI_'I 化反定雄瓜をESち切る作mlt軒暮せるKや -Traに

0,00仰Yll 】,也 1.仙1 1,･汀爪 1,r･'巾 fEちか或は分子状の KCLや -TIaClに囚ちか明らか

月 2 .TtaCED冶fユ屯巌lこ放け古見モ賃と軒〆 †比類丑山'7E柄o托力氏姓とDPI休

巌 土
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p13 _ThCIoqFFB虎と雨ダイ純忠瓦斯〇月モ憩とo払伴
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火 野枯 骨 任 節 懲ヽ そ11nl4FP
てか ､i:.苦 し解背が達成時ヨのための必罫は仲と

すれば百BE分の1程資♪**ZEでは殴りに小さiaざ

る拝に見ほれろ｡せかに -TuClが芙JlqzSのin払N

として有効であるとi-jtば.恐らく分丁状の aゝCl
その盛で渦Wt重盗をさけするのであらic出し.化の

尖は研究の放物 ;も ろぐ

＼~ 琵 詣

朝屯妹禁中の会議の拘雅は滅無用としてはfpJ等諸

点がないけれt'も. ■メ'Jンの倍化k足並jflを切罰L

nだ鳩 としての作川を有することをT:した C メUy

瓦期か接忍yJJとのためにはTA,カリ虫現が11効であ

らが,帖に洪恥つ場合をも古淑ナるときは蜘(F'.物J:

りD:化拍攻は&化為が望r=社葬なる渦仏領カを省ナ

とヰヘられるrだって火等をJtや酌み丑●こ合iJ嗣

蛤を灯実rPにIk人-HLLr少豊にて渦嬢も累を畠する

から成'Jl大にして且つ安全なろ設舶 勤 ;得られろ

ことになる

rJ.17'Jt･カツ娼ClDn埴作跡二は4Slこ紬 が榊

作ではTJ:い拝であるe

之等のことを卯ar=するには捷頚に恕豹する.arA

W;引こ撫し悶 なるpEEをfJ:すと共に桜iP.そのもの

L螺鄭 寺に放ける言‡現攻を畑 的にもFT瀧 約にも甲

明して.'R碓JE世の押韻を即 し.LA分扶壁の指針

を積立し快く,必罫がある｡

杭 輪 混 酸 の 稀 樗 熱

くF;拘ゴ:年 IlJさIF]J14)

や L1 1隻 i:突 き1 ヲ‡｡

il E召 出

et和漢T.竜の梅拝重 く又はiLl合方)についてはま つ

巧つD讃告が連出されてもろナ .tlclJat･ldは吐玩.
錦長次Li'太の三者i･iR合ナる時二現生する煎tを渦

定しそD指崇を 1札1'gJr{lll.llt190lrlLo 及び

ll.0 カLら温帯1gをつくる埼7)現生蘇生 (C.J))な

らひに _'J'o'邑監eLn ltL126Ilh-O)ZtびIl=りか

らil出 Igをフ くる絹Z)教生愁色 (col) として三

角劉 宕習r:ARしてゐるE,P,elaE-は鎌恥胴 の持T3

無を測定 しその古米を三m辞既習に如 してるる.衣Jl
いで ]thodes及び cゞls0,,もi圧印の椅持分を判定

し幣他に印 1モ/Vについての植付♯ (kcaJ)をと

b排心 に炭 1モJt･に加へろ水のモJL･Ziをとって

jl:､0.-Jll'OJ Lgモル比をk卜 た切合の狙Ckを兵

へてゐるeこれ等の鞍点を催用ナZtは大払雌 TJ梅

坪熱 主計3(出jiEるのであるがこれだけではGJ不経で

あるのでP_停7)辻繋及び他 の椿Fl兼とそれ等を混

ぜた池 ･?持陳 との村のN熊t･溌めた斬后早な期

係まで大且正拝に炎されることがわかつたからこ▲

にその無事を毛奈す る亡

'X衣大堺解一丁中称火顎布教5!

]t 汁 ) 式

Jい り.lZllt0 なる淵 を播3した碍t=現生する

斗ftqnを (.I.tl亡ュIrrld,日.Tn･Zll=n l=る綿Rの

それを tlヽ.kcJl/molで芸ナと十九は,lr三､OJ･

壬H n と 11ヽり一･州 !0 とを pモ Jt, (I-p)モJt･

のn合で此合 して得 られ る況戊つ稔や焦 Qw,

C･almo】は訳文 (1)で譲吉tL壬e

-lwL=り⊆×tlLIIIll' (1)

よって

IoFHもLl･L=PlogQFL+く1-71)I(喝Q＼′ _'')

この(空)式r=従って湾緒方及び混合燕をInFして等

TT:し.射た3稚留のm tElとhE.較して見る｡

7F 計 X 府 斥

け3fQ)及2Fとなるべき扶持7)政所及び珊_Ttの穐tl

黙7)班としてほ LaTIdo!ト1妬rTtSE由 のPhySikallsche

cJxmischとllatd)e.Ir･.ltlflに出てもらせt,汚示

してJtuしてふた折 dE矧こついてItI女als'Jdl.
5)

文相虚については Tbm監【】0>宙b:酋Tでもろと考

へられるのでこれを用ひることとする｡lilEI封の方

は脚 】モ叫こ水 12,i'm モJL･を血へた坤の虻まで

求めてもろが.珊萩の方は碑較 lモJt,に水 320モ




